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渡 辺 誠 一
フランスに於け るルネサンスは,イ タリア戦役か ら始 まった。 このことは周知の通 りであるが,そ
れ以前にも学生 ・外交官 ・教会関係者 ・芸術家な ど多 くの旅行者による文化的 ・社会的交流を通 し
て,イ タ リアのルネサンスはフランスに流入されていた。 しか し,フ ランスにルネサンスを齎 し,フ
ラソスのルネサンスを決定的な もの としたのは,何 と云って もシャルル八世 とその同伴者,フ ラソ ソ
ワ一世 とその随伴着たちの芸術的熱狂であった。彼らは,芸術的豪奢が日常的な文化 となっているイ
タ リア文化 に直接触れ,そ の偉 大さに驚嘆 し,心 酔 して しまったのであ る。その影響は今 日にまで伝
わ って い る。
日本に於 いては, フランスのルネサンスがイタリアから直接受けたような影響はどの国か らも受け
ていない し, 日本史を遡 って もル ネサンス とい う言葉 に出会 うことは極め て稀な こ とであ る。 しか
し,桃 山時代を中心に,古 典の復興,人 間性の解放,個 我の 自覚,奔 放 ・強靱 に して繊細な創造的活
動(r作 る」 か ら 「創造」)など,ヨ ー ロヅパのルネサンスに匹敵す る再生現象が生 じている。 日本人
の世界観は, ヨー ロッパ にまで拡大 し,近 代の到来 を謳歌 するルネサンスが 日本 にも誕生 していたの
で あ る。
日本 には, 狩野永徳を始め多くのルネサンス人がいる。特にその典型的人物 として,千利休を挙げ
ることができる。利休は中世的なものを十分吸収 しながら,近世を創った人物,大 変革を一身に体現
したルネサ ンス人であ り,ヨ ー ロッパ のルネサンス人に比 して少 しも遜色の ない人物であ る。 「ルネ





大 名 ・公 家 ・僧侶の世界で享受された遊芸であるが,武家や民衆の世界にまで下降 した。連歌は 「花
の下連歌」,「着座十余人,笠 着群集せ り」 と言われた ように,一 般庶民が誰 で も自由に参加 し,楽 し
める遊芸 とな り,飲 茶は闘茶の会,雲 脚茶会 として多 くの者 に親 しま:れ,持て難 されたが,時 には連
歌に添う形で催された。それとは逆に,猿楽は,最初村々で行われた神事の芸能で,田楽 とともに庶
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民的 ・土着的世界から誕生 したものであるが,貴族社会に採 り上げられ,そ こで支持され,発 展 し
た。 これは,連 歌 ・茶寄合 ・猿楽 ・田楽に限 らず,今 日まで 日本的芸能,伝 統的芸能 と して生 き続け
ている能 ・狂言 ・香 ・花 な どに共通 した現象であった。 このよ うに貴族社会,庶 民社会 という身分階
層を越えて,両者のあいだに文化的交流が活発に行われ,ひ とつの芸能を両者が共有するという現象
はこれ以前 には無 いことであった。連歌 ・茶寄合 ・猿楽 ・田楽 ・花 ・香,こ れ らはすべての人 々の集
合場所 を舞台 として展開される寄合芸能であるが,それまでとは違い,神事 ・仏事 という宗教的な契
機 から,完 全ではないに して も,分 離 され,生 活に密着 した遊芸,庶 民的基盤 の もとに自由奔放に享
楽 された文化的芸能 となっていた。
こうした現象が生 じた原因については,いろいろと考えられるが,経済的発展や当時の内乱 と実力
闘争の連続で支配体制 が動揺 し,ぐ らついているなかで,民 衆が さまざまな戦 いに傷つ きなが らも,
徐 々に人間性に 目覚め,個 我 を自覚 し,自 己を主張 し始め たためである。民衆は,共 存の道を模索 し
ながら,彼ら自身の存在形態やその条件を変化させ,改善 しようと努めていた。当時の農民が 「惣荘
一揆」・「逃散」・「上げ田」な どの手段を用 いて,支 配者層 に対 して強力な抵抗活動 を行 い,集 団的抵
抗を繰 り返 した事実は,農 民たちの自我 の 目覚めを示す ものであ る。 この現象は,す でにヨーロ ッパ
では12・3世紀に生 じてお り,ル ネサンスの誕生を予告 しそいる。
支配者層と庶民層とが互いにひとつの芸能を享受する風潮は,安土桃山の時代になると,さらに深
ま り,特 に俺び茶の湯の世界 で1ま,天下人 と一般民衆 とが狭 い茶室に同座 し,と もに同 じものを飲食




こうした室内芸能,特 に佑び茶の湯は,堺 に繁盛 し,公 家 ・武家 ・僧侶か ら庶民に至 るまで,す べ
ての階層の人々に享受された。なぜ堺で茶の湯が持て難されたのか,その理由は町衆の存在に関わ り
がある。町衆は,町人 とは違った存在で,町の自治組織を結成 し,自己の責任で町の治安を維持 して
いた。地域的な自治集団を構成する人 々で,政 治権力か ら解放され,自 己の自山を享受するこ とので
きた階層であった。堺の町衆は,活動的,主体的側面と反権力的側面を保持 し,いかなる権力にも絶
対に自分を譲 らない頑固な面を持っていた。この町衆は,歴史上に飛躍的に飛び出 してきた存在であ
るが,町 を繁栄 させ,活 発化 し,自 由都市 を生 み出す ことにな ったのである。
ヨー ロ ッパのルネサ ンスは,都 市の文化 と して生 まれ,成 長 し,都 市の現象 と して成熟 した。従 っ
て,都 市の発達はルネサンスの発生には不可欠の条件であ った。 この都市の発達は ヨー ロッパ に限っ
たことではない。人口稠密鞄 ・商工業の中心地 ・政治経済や宗教,そ れに軍事上の要地 としての都市
は,古 来か ら日本に も存在 していた。 しか し,歴史尿 の中には,ヨ ーロ ッパの ような自由都市,封 建
領主から白山と自治権を獲得 し,経済的にも自立 した都市は日本には実在 しなかった,という者もい
る。 日本では応仁の乱の後堺の町が繁栄 し,自治共同団体を作っており,当時日本に来ていた宣教師
か ら 「日本 のヴェネッィア」,「その市街は大 きく,富 裕であ り,盛 んに商取引 きが行われるのみな ら
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ず,あ らゆる国々の共通 の市場の ようで,絶 えず各地 か ら人 々が参集す る ところであ った」ω(フ ロ
イス)。「日本の最 大市 の一つなる 自由都市」②(ダ ル メイ ダ)と 言 われていた。 しか し加来 耕三 氏は
r大徳寺文書』収録の一通の書簡に 「堺公方」の名称があることに着 目し,短期間ではあるが堺に将
軍(足 利義維)が いた。この堺公方は 「『大徳寺文書』収録の八通をはじめ,他 にも多数の公文書を
機内各地 に発 し,事 実上,京 の衰微 した朝廷を も支配下 においていた」(3)と述べている。確 かに堺の
自治は専制的な貴族的豪商たちによって行われていたのであるから,純粋な意味での自由都市ではな
かったが,ヨ ー ロッパの自由都 市 と比べて も遜色のない自治が行われ,日 本においては特異の存在で
あ った。 この特 異な都 市か ら,民 衆的な文化が開花 し,今 日まで伝え られたのである。
堺の町は,ザヴィエル以来堺を訪れ,そ こで実際に生活 した宣教師たちによって次のように報告さ
れて いる。 この町 は,「大 き く,富 裕であ り,盛 んに商取引 きが行われるのみな らず,あ らゆる国 々
の共通 の市場 の ようで,絶 えず各地 か ら人 々が参集す るところであ った」ω(フ ロイス)。この町は
「甚だ広大に して大なる商人多数あ り。此町はベニス市の如 く執政官に依りて治められる。…此町は
前に述べた如 く甚だ大 きく且富み,住民は善 く事理を解せ り。…此町は住民多数にして富み,且好地
位を占有せる為め常に平和にして侵すべからず。我ら此地に留るに至らば戦争の時は此処に退き,其
の止むに至 りて此処 よ り出つるこ とを得ぺければな り」(5)(ビレラ)。例 えば永禄9年(1566)2月,
5月 と二度の戦いがあったが,そ の時 も 「戦いが過 ぎ去 る と,勝 者 も敗者 も,そ の合戦の前後には,
市の濠の内部 では,ま るで 自宅で平穏 にいるかの ようにい とも安全に通行 し,い つでも行われること
であ ったが,行 き会 う時には敵同士が互 いに礼譲を尽 くし,微 笑みながら,で きるかぎ りのお世辞を
使 って語 らった。 そ して彼 らは五歩濠の外に出る と,ど こで出会 って もただちに殺 し合 った」(6)(フ
ロイス)。同年のキ リス ト降誕祭の時 には,「折 りか ら堺の市 には互いに敵対する二 つの軍勢がお り,
その中には大勢のキ リシタンの武士 が見受け られた。 ∵ここで彼 らは告 白 し,ミ サに与か り,説 教を
聞 き,準 備がで きていた人 々は聖体 を拝領 し,正午 には一同は礼装 して戻 って来た。そのなかに七十
名の武士がお り,互 いに敵対す る軍勢か ら来 ていたにもかかわ らず,あ たか も同一の国王の家臣であ
るかのように互いに大いなる愛情 と礼節をもって応接 した。彼らは色分の家から多 くの種々の料理を
持参 させて互い に招 き合 ったが,す べては整然 として お り,清 潔であ って,驚 嘆 に価 した。(その際)
給仕 したのは,そ れ らの武士の息子たちで,デ ウスの ことについて良 き会話(を 交えた り),歌を歌
ってその 日の午後 を通 じて過 ご した」ω(フ ロイス)。堺 は まさにユー トピア とも言える都市であ っ
た。 こうした都市が誕生 したのは,堺 の地理的条件が良かったか らである。 日本 に最初にや って来た
宣教師ザビエル は,「ミヤコか ら工 日間の行程にあって 日本の主要な港である堺に,も しも神の御旨
な らば,物 質的に莫大 な利益 となる商館を設けま しょう,な ぜなら,こ の堺は日本でもっとも富裕な




あ るが,堺 と呼 ばれ るようになった頃 は,そ の名が示す ように摂津 ・和泉 ・河 内三国の境に位置 して
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お り,平安時代には塩湯浴の名所 として:京都の公卿たちに知 られていた。公卿の歌集の詞書に 「さか
井 と云所 に,し ほ ゆあみ におは した りしに」(9)(定額歌集)な どと記 されている。 それ とともに,堺
は熊野三山参詣の通路にあたっていたから,熊野詣の人々の宿場となっていた。堺は京都 と紀州を結
ぶ交通の要地となっていたのである。 しか し堺が瀬戸内海と畿内を結ぶ要地とな り,漁港から商港に
変 わ り,国 際貿易港 にまで発展 し,そ の都市形成 が開始 されるのは,南 北朝時代以降の ことである。
堺 を理解するため には,ま ず この地が 「古代以来 住吉社 と深 いつなが りをもっていた こと」。0を考
慮 しておかなければな らない。現在堺の中心部にある開口神社は,堺の総鎮守であり,住吉の神を祭
る神社であるが,院政時代以前から住吉神社の別宮として崇敬され,深い信仰によって支えられてき
た。住古の神は漁業を営む人々の祭る神であったから,堺 の海辺一帯に聚落 をなす多 くの漁民たちか
ら彼 らの守護神 として祭 られ,崇 め られていた。 この漁民たちの形成す る聚落は,ま もな く物質交換
の場所 ともな り,ま た市場 ともな り,大 勢の人 々の出入 りする所 となった。新たに土砂が堆積 した土
地 には住居が建 ち,や がて荘園が誕生 した。「堺が国境上 にあ り,新 開地 として増大 しつづけ る砂堆
上にあったことは,京都などとは異なるその後の非政治的都市,自治都市としての発展の重要な要因
とな った」⑳。 この新開地は,「なかば海上に,な かば陸地 に」。オあ るヴェネッィア(5世 紀頃)と 似た
情況にあった。ヴ ェネ ツィアの起源は,古 代 ローマの時代に始まる。最初 は海上に突 き出た砂嚇の上
にで きた漁 師町にすぎなかった。 ローマ時代の末期にな ると野蛮なゲルマン入の来襲を恐れ,ロ ーマ
の金持ちたちは この砂嚇に非難 して来 た。周囲を海の掘割に守 られたこの町は,ロ ーマ人に とって絶
好の避難場所であった。中世の社会的混乱の中にあって も,こ の町は安全であった。町の安全 を確保
す るために,海 上兵力 もで きていた。多 くの船 を持ち,海 上輸送を 自由に扱 うことができたお陰で,
ヴ ェネッ ィアは東 ローマ帝国の貿易商 を担当するようになった。地中海の制海権 を握 り,海 上輸送の
独 占権 を握 ったのである。そのため町の商業 は次第 に拡大 し,発 展 してい った。14世紀の始めには,
豪商 が誕生 し,豪 商たちによる10人委員会が設立された。そ こでは,町 の 自治 と政策上の問題な ど
が協議 され,計 算に徹 した豪商たちの叡知は,大 衆を抑え,反 抗運動をできない ように していた,と
云われている。
堺は,承 久の時代(1220年前後)に は既 に丹南鋳物師廻船の出荷港 とな っていたQ3。堺は鉄 や木炭
の採取が容易であったことから,鋳物師の集団ができ,高度な技術を必要とする梵鐘なども製造 して
いた。梵鐘は東北 か ら九州の寺に寄進 された と伝 えられている。14世紀 に入 ると,禅 宗の海会寺の
時宗の引接寺など大きな寺院が開設され,富豪たちが誕生 していた。
南北朝時代になると,漁業聚落または漁港として発展 した堺は,瀬戸内海 と畿内を結ぶ重要な要地
として,南 北両朝の争奪の対象 となった。つま り軍事的 に重要な拠点 となったのである。1333年足
利尊氏による北条氏打倒の企てが成功すると,後醍醐天皇は,住吉社に対して同社の造営料として,
唐船の用途20万疋を寄進 さ;れた(住 吉神社文 書)。唐船の用途 とい うのは,当 時堺港 には元の船が出
入 りしてお り,そ の外国船か ら取 り立てる課税である。1335年足利尊氏 と決裂状態 となった後醍醐
天皇は,吉野に逃れるが,この蒔堺港は南朝が熊野の水軍や四国 ・九州の味方と連絡する上で重要な
軍港 とな った。1337年,尊氏の執事高師直 は堺の浦の魚貝売 りが吉野に通 じている として,営 業停
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止命令を出した。堺の商人の中に吉野 と通 じた者がいると見倣されていたのは事実である。間もな く
堺港は北朝の支配するところとなるが,これ以後内乱が終わるまで,堺港は南北両軍の争奪の巷 とな
り,南 朝 ・北朝 が交互 に支配する軍港 とな った。 これ らの事実は,堺 を急激 に発展 させ,繁 栄させる
ことにな った。 しか し,繁 栄に向か っていた堺 も,内 乱が終わ りに近づ く頃,惨 憺たる状態に陥 るこ
とになった。当時堺は山名清氏によって支配されていた。清武一族は但馬 ・丹波以下山陰地方を中心
に11か国にも及ぶ守護職を併有する強力な勢力を保持 していた。済民は一族とともに堺に居住 し,
堺の名も泉府と改めさせ,和泉国の守護所をここに移 した。 しか し清氏は明徳の乱の時足利i義満によ
って滅亡させ られた。1391年西海の雄 と言 われた大内義弘 が済民に替わって和泉堺の守護 となった。
大内義弘は周防山口を本拠 として和泉 ・紀州の守護職をあわせ持ち,その権力は飛躍的に増大してい
た。武家 ・公家 ・寺家の統合 と圧政に成功 した足利義満の政権は,安定 した,絶対的な全支配階級を
統合 した全国政権であったが,強大化 した守護の勢力には不安を感 じていた。特に大内義弘のあまり
にも増大 した勢力には危険を感 じていた。1399年義満は九州の諸大名に大内を討伐させようと謀っ
た。大内は決然 として謀反 を起 こ し,堺 に城郭 を築いて ここに立て こもった。「この城塞 は,方16
町,東 面 の低地 を自然の防塞 とし,お びただ しい巨材を利用 して組ん だ井桁48,矢倉1125とい う前
代未聞の要 塞であ り,城 内には5千 の手兵 と堺 の住民がたてこ もった という」。む。大内軍は優勢であ
ったが,四 方か ら楼櫓に火を放たれた。折か らの烈風にあお られ,1万 戸の氏家が類焼 した と言 われ
てい る。 この乱の事実は,最 近 の発掘 調査 で,堺 の最 も下 の焼土層か ら確認 されている。 当時1万
戸の民家 というのは誇張 した表現 であ るとされているが,堺 の町が拡大 ・繁栄 しつつあ ったこ とは間
違 いない。
幕府は大内義弘の敗死の後管領細川氏を和泉国守護に任命 した。細川氏は阿波 ・讃岐 ・淡路を本拠
としていたか ら,堺 は交通の頻繁 な ところ とな り,多 くの人々の 出入 りする港町 となった。堺は大小
路を中心に,南 北の荘園 としてひ らかれ,南 半分を南荘,北 半分 を北荘 と称 されていた。
1419年,幕府は相 国寺の支院,崇 寿院 に南荘 を与 え,年 貢は荘民の地下請 とした。崇寿院は南荘
に領主 を派遣 し,こ れ を直接監理 しようと望んでいたが,1431年,幕府は これを抑 え,「現地住民の
主張を支持 し,730貫文の地下請 に決定 した」葡(御 前落居奉書)。この頃は既 に住民たちの あいだに
自治組織が確立され,住 民の主張 を押 し通せるほ どまで強固な ものになっていた。堺の南荘は,そ の
後再び幕府の直轄地 となり,1446年には和泉国守護細川富有の屋敷が将軍義政の夫人,日 野富子の
産所に定められた。産所の建設には多額の費用が必要 とな り,細川氏は和泉国に段銭や棟別銭を課 し
たが,この時崇寿院領の南荘には有徳銭がかけられた。有徳銭は裕福な豪商にかけられる課税である
から,南荘にはかな りの豪商たちが娼現していたと思われる。これは堺の商工業がかな り発達 し,活
発化 していた ことを示す現 象である。
1410年頃,開n神 社の付近 には今市があ り,そ の後 北荘に市小路 がで きたが,堺 の町では これ ら
を中心に定期市が開催されていたようである。南北朝の末期,石清水八幡宮大山崎神人は荏胡麻仕入
:れ,製品販売の独占権 と関銭免除の特権を確保していたが,堺の住民の中には禁を犯して荏胡麻を販
売 した り,灯 油を製造 した りする商人が現れた。「堺な どの新 しい商 業聚落 にあっては,従 来の よう
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な座の独占にしばられない新儀商人が,南 北朝の内乱頃から現れて」⑯来たのである。当時時代の先
端を行っていた明様の織物 も周防の山口から錦綾の製織法を取 り入れ,堺 で織られていた。漆工 も春
慶の出現 により各地 で持て難 され,鋳 物 や鍛治の業 も,既 に述べた ように,一・際優れた技術に よって
豊富な需要に応えていた。
堺の商工業が発達す るにつれて,そ の港 も活況 を来 し,14世紀後半 には,問}1が堺港に も発生 し,
荘園の年貢の輸送 ・保管にあたっていた。 この問:丸は,後 に商品の卸売に も従事 し,近 畿…帯 の地方
にさまざまな物資を供給 していたが,瀬戸内海沿岸の諸荘園か ら送 られる年貢米を陸揚げ ・保管 ・売




時,替 銭(カ エセン)と 言われ,鎌 倉中期 か らその姿 を現 すが,南 北朝 時代以降盛ん に利用された。
これは,「荘官な どが年貢物を現地の商人や問屋に売 り払い,それらの商人あるいは取引き関係者の
振 り出 した割符 とよぶ為替手形を うけ とり,こ れを領主の もとに送 って,指 定の商人の ところで換貨
する」筒方法である。1467年,堺北荘 には備 中屋 とい う為 替業者 が誕生 し,備 中各地の市場 と密接な
関係を保ちなが ら,各 地か ら送 られて くる為替(年 貢銭)を 取 り扱 っていた。為替の利用は しだいに
増 し,年 貢米ば か りではな く,一般の人 々に も堺の為替屋 は しば しば利用された。堺の町に富 が集中
する と,高 利貸 が発 生 した。土倉 と呼ばれる金融 業が誕生 したのであ る。
堺の商業が発展 し,国内流通が活発化するに従って,堺港に出入 りする商船の数も益々増え,堺港
は国内流通の拠点 となった。当時堺港 に運搬 されるお もな商品 は,米 を除けば,材 木 と塩 であ った。
瀬戸内海 を往来する材木船 は,そ の多 くが堺港に入 り,堺 か ら奈良 ・京都 な どに送 られていた。永禄
時代には堺北荘 には材木町ができてお り,材 木の集散が盛んであったこ とが判 る。また塩船 も,瀬 戸
内海沿岸で採れた製塩を満載して,堺港に入り,各地に送られていた。こうして堺は日増 しに発展の
一一路 をた どり,自 由都市 として成長 してい くのであるが,特 に堺の町 に繁栄 を齎 したものは,堺 港が
遣 明船の発着港 となったことであ る。
1401年5月,国内統nに 自信 を強めた足 利将軍義満は,'対明外交権 の掌握 を 目指 し,対 明遣使を
敢行 した。遣明船の発着港は,最初兵庫港であったので,翌年8月 遣使の一行は,明 の嘆節僧天倫
道葬や一庵一如を伴 って,兵 庫港に帰着 した。 この時義満は,唐 船見物 ということで兵庫 まで出向 き,
9月には使節を北山第に公式引見 した。遣 明船は1401年か ら1547年の間 に玉9回派遣 され たが,12回
目,1464年,唐物趣 味に熱 中 した義政の時 代に出帆 した遣 明船 は,幕 府船 ・細川船 ・大内船の三艘
であった。幕府船は銭貨 と唐物の入手がその目的であったと言われているが,この時幕府船 ・細川船
の二艘は,応 仁の乱の勃発によって,兵 庫港 に帰れな くな って しまった。応仁の乱は管領家である畠
山家と斯波家,有力守護寂である富樫家の家督争いに端を発し,それに将軍継嗣問題がからまり,ロ




入 ることがで きなかった。 しか も,瀬 戸内海は山名氏 ・大内氏な ど西軍 の支配下 となっていたか ら瀬
戸内海を通過するわけにはいかなかった。そこでこの二艘は,九州の南から土佐沖を通って堺港に入
った。細川氏は,当 時和泉国の守護であったから,その治下である堺浦には無事入港できたのであ
る。 こう して1476年の遣明船 か らは兵庫 港に代 わ って堺港 が 口明貿易の基地 とな った。・堺 港か ら発
した最初の遣明船三艘は,細川氏の宰領のもとに,堺商人湯川宣阿 ・小島三郎左衛門 ・小島林太郎左
衛門尉 らが中心になって経営 した。兵庫 ・博多の商人の介入は許されなかった。堺 には,日 明貿易を
経営す る大商人 がN'a現していたのであ る。1486年,堺発第2回 目の遣 明船 が堺港に帰着 した。7月
4日堺 は大変な騒 ぎであ った。浜には南荘 ・北荘の住民たちが黒山の ように群 が り,入 港す る遣 明船
を見守っていた。堺海会寺の住持,季弘大海はその時の様子を次のように記 している。
この 日の昼,帰 国した大船が三艘堺津に着いた。これを見て堺の南北二荘の住民が歓声をあげるの
で,は なはだやかま しい。金子西 と由い居土が来た。舟の入津を喜んでいる。僧衆が来訪 したがみ
な船の着津 を喜びあ っていた。一寺の僧は,わ ざわ ざ船 の見物にでかけた。




が,そ の光は天に とど くほ どであった。
7月6日 。夜間光 明寺 がはなはだやかま しい。唐財の配分で争っているのであろ うか。
7月9日 。東曜利寅 と光精侍者が来た。2人 は棄婦光松 ととも}ご南遅 して来た人 であ る。利寅は唐
紙 ・唐筆 ・唐墨 を くれた。大へん喜ば しい。光精は火箸一双 を くれた。彦四が きた。父は52歳に
なるが,無 事 に帰国 したので,紫 色北絹一端半,.四角の墨…挺,筆 三管をもって きて くれた。筆の
一・管 には圭角がある。いちいち観 るべ きものがある⑱。
この 日記か らは さまざまな多 くのこ とが読み取 れるが,特 に,熱 気に包 まれた堺の様子がは っきり
と伝わって くる。季弘大海は,こ の時贈与 された品物 として,墨 ・筆 ・火箸 ・絹 ・白糸 ・大紅線 ・茶
碗 ・皿 ・書画 ・書籍等 を記 しているが,明 か ら輸入された薬品 ・砂糖 ・金欄,そ れ に明人によって齎
された珍奇な品 々は奈良 ・京都 を始 め,諸 国の商 人たちか ら切望 された。当時の堺は,本:1二に於ける
舶来品の中央市場のようであったと言われている。堺港から輸出された物は,堺商人が各地で収集 し
た銅 ・硫黄 ・藤木 ・刀剣等であ った。
堺港 は遣 明船を続けて4回 まで出帆 させたが,1493年に出港 した3艘 が,3年 後帰朝 する段階で,
突然奇怪な風説が流れた。晦 船堀商人が1万貫文に値する雑物を積み,帰朝の上は3,4倍にも成 り,
3艘分では数万貫に達する。よって細川政元に反対の前将軍養殖は保護者である大内『・大友 ・島津3
氏の軍資 とするため,海 上で1艘 ずつ分捕 らしめようとの内書を下 した」鵠という物騒な企てが伝わ
った。 これは結局風聞の うちに終 った。 しか しこうした風説か ら,遣 明船の利益がいかに莫大 なもの




易で土佐や薩摩 と関係があ ったため,琉 球貿 易に乗 り出 しやすか った押 。琉球は1372年か ら明 との
貿易を開始 してお り,15世紀には かな り活発化 していた。遣 明船は10年に1度 ほ どの派遣 であ った
が,琉 球か ら明へは毎年1回 派遣 され,し かもタイな どの東南アジア との貿易 も盛 んであ った。従
って,琉 球 との貿易は実質的にかな り莫大な利益を堺 の商 人に齎 すこ とにな った。ルイス ・フロイス
が 「この町の住民は,自 負 自侍の心 甚だ高 く,奔 放不罵の生活 を送 り,高 き利子を とり,物 質生活の
拡充に耽溺」⑳していた と記 して いるように,堺 の町 は,畿 内商業の中心地 として,ま た海外 貿易港
として物質的な繁栄を遂げ,経 済的 に新 しい展開 をすることによって,自 由都市的傾向を帯 びていっ
たのであ る。
では,自 由都市 堺は どの ような ものであったの か。宣教師ビ レラは,「此 町はベ ニス市の如 く執政
官 に依 りて治め られ」てい ると記 しているが,執 政官 とは どのような ものであ ったのか。堺の 自治組
織 を運営 した会合衆の存在は,土 一揆の対応 に追 われる会合衆 と して,『庶軒 口録』の1484年8月1
日の記載 事項に初 めて登場す る。r全堺 詳志』 には,「10人ヲ会合衆 ト云。三村宮(開 口神社 社内に
あ る)ノ 拝殿 ヲ会所 トス。後ハ今 ノ大寺食草 ヲ会所 トス」鱒と記 さ;れ,会合衆は10人であ り,堺 の中
心にある会所で定期的に,ま たは必要に応 じて寄合いが持たれていたことが判る。当時の会合衆は,
堺のti民か ら選 ばれ た年寄 衆であ った。後年,1574年3月24日信長が京都 相国寺 の茶会 に招 いた10
名,つ ま り紅屋宗陽 ・塩屋宗悦 ・今井宗久 ・苫屋宗左 ・山上宗二 ・松江隆仙 ・高三隆世 ・千宗易 ・油
屋常琢 ・天王寺屋宗及が10名の会合衆であ る とする歴史家がいる。 しか し,当 日招待 された堺衆は,
千宗易 ・納屋宗久 ・天王寺崖道叱 ・重宗甫 ・草部屋 道設 ・銭屋宗納 ・山上宗二の7名 であ り,し か
も,山 上宗 二は当時31歳である。会 合衆 にな るには若す ぎる。信長 が招いたのは,堺 の数寄 者たち
で あ った 。
16世紀 に入 る と,会 合衆 の数 も36人と増 え,そ の構成員 も格式あ る富豪 たち となった。 この富豪
たちはそれぞれ多少の手勢を持ち,「海賊的な性格をもった土豪的 ・門閥的な商人であ り,その自治
は これ らの商人貴族 によって専制的 に運営 されていた」鐙。16世紀後半 には,会 合衆 とは別 に納屋衆
が誕生 し,「経済的な実権は会合衆から納屋衆に移って」鋤いた。このように堺の町は会合衆や納屋衆
たちに よって運営 され,都 市共 同体 としての政 治力 を高め ていった。堺は,既 に触 れた ように,15
世紀の地下請を契機に市民 自治体を形成 し,海外貿易の利潤など,経済的富力を培って封建領主に対
抗する程 までに成長 した。 しか し,そ の原動力 とな った経 済力は,周 囲の貧禁な領主に狙われ,利 用
されるこ とにな った。群雄割拠の時代 にあ って,武 将たちか ら巨額 な賦課を負わされ,仕:方な く軍資
金 を提 供 して堺 を守 った ことは二度 や三度ではなか った。 例えば1487年,足利義 尚か ら2千 貫文の
軍資金 をかけ られた。堺は一旦 これを拒絶 したが,4百 貫文だけ納入 した。1495年,畠山 尚順 が堺周
辺に兵 を動か し,尚 順か ら脅 しをかけ られた時には,1万 貫を提供 し,戦 火が堺 に及 ばない ように懇
請 した。1506年,細川改元が堺に遊 んだ時 には,改 元に6千 貫を贈呈,将 軍 には金欄 ・唐糸 ・織子










日本全国堺の町 より安全なる所な く,他 の諸国 において動乱ある も,此 町にはかつて無 く,敗 者 も
勝者 も,此町に来往すれば,皆平和に生活 し,諸人相和 し,他人に害を加うる者なし,市街に於て
は嘗て紛擾起ることなく,敵味方の差別なく皆大なる愛情 と礼儀を以て応対せり。市街には悉 く門
あ りて,番 人 を附 し,紛 擾あれば直ちに これを閉ずるこ とも…つの理由なるべ し。紛 擾を起 す時は
犯人其他悉 く捕 えて処罰す。然れ ども,互 に敵視する者,町 塵外に嵩ずれば,仮 令 一投 石の距離を
越 えざるも,遭 遇する時は互に殺傷せん とす鱒。
1569年正月,津 田宗及は 『天王寺屋会記』に次の ように記 している。
去六 日二、於 山城桂河、公方様衆与三好方・一戦ア リ、三三好方打マケ候、阿州従現 出申、依其故、堺
中従十二 日サワキ出候也、去年十月比 ヨリ、掘 ヲホ リ、矢倉 ヲアケ、車 外用意共 イタシ候事無専 、
堺津 中之道具女 子共進、大阪 ・平野へ落 シ申候也¢尋、
津田宗及たちは,戦国乱世の緊迫 した空気に包まれながらも,悠々と茶の湯を楽 しんでいる。町衆の
心には,活動的で主体的な面 と反権力的な面,反骨精神,批 判精神があった。 どんなことがあって
も,絶対に自分を譲 らないという頑固な精神を持っていたのである。堺の町衆の剛毅な精神 とその心
意気を理解するためには,様 々な実例に接するのが一番であるが,『松屋会記』に次のような茶湯雑
談(ち ゃのゆぞ うだん)が 記 されてい る。
天正17年12月8日朝,松 屋久好が仏師屋春藤 とともに帯屋宗栖の茶会に招かれた時に聞いた話で
あ る。
暁七ッ時分 二、客ハ ヤ行テ、戸ヲタタキ、案内ヲ云庭 二、下女帯 ヲ手二持ナカ ラ山相、是ハ夜中 卜
テ、終二間不入、高聲二成 リ候庭 ヲ、折節、ll坊源五殿御通 リ候而、コノ喧嘩ハ何事ソ トトカメ給
候也、今朝ノ数寄こ参候所二、亭主ネホレ申候而、呼入二迷惑仕候 卜申也、源玉殿能々御聞候テ、
是ハ客衆尤也 、亭主二早ク田儀へ、批判アルヘキ ト御 使(仰)ア リ、亭主は出兼 テ、・誠無正躰事共
な り、一笑々 々、右ハ宵二御咄之節、必々暁参候へ、定 テネホ レ候ハソ間、其時 分二御 通 リ合 ソロ
テ、御批判可有候ノ(ト テ)、堅宵 ヨリ御約束 二如此也、亭主迷惑是非限ナキ事:共也勧
今日なら大変な問題になるところであるが,当時の堺衆の白山奔放な生 き方や何か文化的なものを
創造 しようとする心意気が感 じられる雑談(ぞ うだん)である。
堺の大規模な環濠がいつ掘 られたのか正確に記すことはできないが,最近の発掘調査では14世紀
後期か15世紀の古い掘跡が見つかっている。16世紀の環濠は 「堺大絵図」(元禄2年)に 見られるも
の よ り一回 り小 さ く町をか囲んでいた。 この環濠は1586年秀吉 によって埋め られて しまった が,市
街 の東 南北(西 は海)の 三方 を囲擁 してお り,水 を湛えていた。宣教師 ビレラは,そ の書簡の中で,
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堺の街の出入 口には厳重な門戸があ り,街の三方は 「深 き掘を以て囲まれ、常 に水充満せ り」 と言っ
ている。フロイスもまた 『日本史』の中で,壮 大な濠の存在 とその意義について述べている。豪商た
ちは各 自自衛力を保持 し,いさ という時の備えを怠 らなかった。例 えば1581年宣教師フロイスが海
賊に襲われそうになった時,豪 商日比屋了珪は300人の部下に銃を取 らせ,海 賊を迎え撃 とうとした
という。栗原柳庵によれば,堺 の納屋衆は 「応仁兵乱ののち,商 人みな1替上 して,兵 士の如 く,太刀
を帯び,弓 を握 り,軍 役 に従 」㈲って いた とい う。
財力 と武器を手にした会合衆や納屋衆は,互 いに結束力を強め,環 濠を巡 らし,外敵か ら自由都市
を守っていたのである。それ と同時に,都 市の内部でも 「もし町において争闘ある ときは,争 いたる
ものは,土 地の人 に殺される」 という厳 しい捷が設け られていた。「此町は甚だ堅固にして,一 荷に
外来人 の留 まるこ とを許せば,全 町 これ に同意す る習慣であ った。」従 って,「同地 にあ る ときは,城
中にあるがごとく」㈱平和の うちに暮 らすことができたのである。
群雄割 拠 とい う殺伐な社会 にあ って,堺 の よ うな 自由都 市は公卿 ・武士 ・僧侶 ・連歌師 ・茶人 ・画
人などなどの訪れる地 とな った。特に,応仁の乱によって荒廃 した京都から避難 して きた文化人たち
にとって,堺 は平和安住の場所 となった。1483年11月,高僧季弘大浪は京都 を離れて堺の海会寺に
入院 し,住職 となった。堺の町衆たちは,仏 教界は勿論のことだが,大 淑に大きな期待を寄せていた
と言われている。当時は堺港が遣明船の発着港 とな り,文化的にも隆盛の気運に乗 り初めていた頃で
ある。大漁 は京都五山文学僧 として有名であるが,堺 に来てからは教養ある文化人たち と親交を持
ち,近 辺の武士 ・僧侶 ・豪 商 ・町衆な どを度 々招いて連歌会 ・詩 会 ・文化 懇談会 な どを催 していた。
今日の文化サロンを展開 していた訳であるが,こ れは多 くの人々に大きな刺激 と励みを与えた。豪商
・町衆 と在現する文化人との親交は,様 々な面から堺の文化を華やかに開花させることになるが,佗
び茶の湯の世界を生み出す下地 となったのである。村田珠光の生み出 した佗び茶の湯は,堺 では座敷
と露地に工夫をこらした 「市中の山居」での茶の湯 として展開され,後 に千利休による究極極限の座
敷での佗び茶 として完成する。佗び茶の湯 と言いなが らも,初期は唐物道具が中心で,そ の茶道具を
入手するには富力がものを言った。経済力のある豪商や町衆にはそれが簡単にできたのであ る。『仙
薬集』の 「御茶道具 目録」㈹によれば,当 時の名物道具の所持者 とその点数は,堺 が70入,191点,京
都 が29人,51点,奈 良が11人,35点と堺 が突 出 してい る。堺 におけ る茶 の湯 の発展 は 臼明貿 易 や南
蛮貿易で一挙に進展 した堺の経済力を抜 きにしては考えられない。 しか し一方,唐 物道具を入手出来
ない一般庶民は,瓦 質の香炉 ・風炉 ・羽釜な どの茶道具で茶め湯に親 しんでいた。これら瓦質の茶道
具は,最 近の発掘調査によれば,15世紀後半期に使用された ものであるとい う。唐物道具を購入で
きない一般庶民は瓦質の茶道具で,ま た身近な 日常雑器を転用 して茶の湯に親 しんでいた。堺では町
ぐるみで茶の湯を楽 しんでいたとも言える。
堺の町は文化的な面から洗練され,さ らに南蛮人 との接触によって南蛮人の風俗 ・風習 ・考え方 ・




(1)ルイス ・フロイス著 『日本史』第3巻(中 央公論社 昭和56年)
② 『耶蘇会士 日本通信』(雄松堂,異 国叢書復刻版,昭 和41年)














⑰ 永原慶二著 『大系 日本の歴史』第6巻(小 学館 昭和63年)
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